
氏名 藤本寿彦

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・現代文学論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学人事委員会委員　教務委員会委員　奈良大学大学院年報編集委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

コミュニケーション能力を養成する授業の展開

日本近代文学会評議員　日本近代文学館図書資料委員　山形県西川町「青い黒板賞」顧問
奈良県立西和清陵高校、高取国際高校、大阪府立みどり清明高校で模擬授業
高の原カルチャーサロン国文学講座「老女が歩く日本の原風景　幸田文『崩れ』の世界」

明治大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了

文学修士

日本近現代詩　幸田文を中心とする女性表現

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会

昭和初年代におけるモダニズムの諸相　昭和３０年代における幸田文の文学性

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・近代文学特殊講義
・研究演習

授業科目

学部担当科目

・言語・文学（通年）
・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・近代詩歌論（前期）
・出版情報論（後期）



単著

単著

単著

単著
「江古田文学」日本大
学芸樹学部

「始更」　始更発行所

「始更」始更発行所

「始更」始更発行所

平成２７年１０月

平成２７年１０月

平成２７年１０月

平成２８年３月

従来の立原道造研究はその詩業の独自性を解明す
ることに終始していた。本論は昭和初年代のモダニ
ズム詩の動向の中に立原道造の詩作を位置づけつ
つ、昭和１０年代における主知的抒情詩の生成と問
題性を明らかにした。

幸田文の第一小説集『黒い裾』の巻頭に置かれた
「勲章」が、文化勲章受章者の父とは異質な仕事着
を着る表現者であることを表明した小説であることを
論述した。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

随筆として発表された「姦声」が小説に書き換えられ
ていく過程を、初出稿と定稿とを比較することで、幸
田文の小説に対する認識と、定稿で実現した表現世
界を明らかにした。

①主知的抒情詩の生成―立原
道造、隘路としての詩的実践

②「帆前掛をかける」女の物語
―幸田文「勲章論」―

②

③

④

⑤

④色彩表現から見えてくる近現
代詩史Ⅱ―中原中也を読む―

③幸田文「姦声」論

中原中也の詩「臨終」、「サーカス」における白と黒の
色彩表現を読み解きながら、中也のダダイズムを明ら
かにした。

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①

③

④


